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① 市役所休日窓口 
　 受付内容　カードの申請、交付、暗証番号再設定、マイナポイント申込支援
　 開 設 日　７月２日(土)・３日(日)・８月６日(土)・７日(日)
　 　　　　　９月３日(土)・４日(日)・23日(祝)・24日(土)・25日(日)
　 開設時間　午前９時から　受付終了：午後4時

② 出張申請会場 
　 受付内容　カードの申請、マイナポイント申込支援
　 開 設 日　８月27日(土)　洲原地域ふれあいセンター、下牧地域ふれあいセンター
　 　　　　　８月28日(日)　上牧地域ふれあいセンター、藍見地域ふれあいセンター
　 　　　　　９月18日(日)　大矢田地域ふれあいセンター、中有知地域ふれあいセンター
　 開設時間　午前10時から　受付終了：午後３時

③ ショッピングセンター申請会場 
　 受付内容　カードの申請、マイナポイント申込支援
　 開 設 日　７月23日(土)・24日(日)　サピーショッピングセンター
　 　　　　　７月30日(土)・31日(日)　スーパーセンターオークワ美濃インター店
　 　　　　　８月20日(土)・21日(日)　イオンタウン美濃
　 開設時間　午前11時から　受付終了：午後4時

昭和28年　2月11日「美濃町公立美濃病院」開院(病棟2棟、病室51床)
昭和29年　美濃市成立により「公立美濃病院」となる
昭和37年　4月1日 「美濃市国民健康保険美濃病院」と改称
昭和48年　8月1日 「美濃市立美濃病院｣と改称 病棟及び管理棟改築 増床
昭和58年　外来、入院棟など全面改築
平成15年　6月24日 新病院開院(新築移転)
平成28年　6月25日 外来棟及び健診棟増築

院 長　  阪本　研一

美
濃
病
院
は
、
昭
和
28
年
２
月
に
美
濃

町
国
民
健
康
保
険
直
営
の
「
美
濃
町
公
立

美
濃
病
院
」51
床（
一
般
病
床
31
床
・
結
核

病
床
20
床
）
と
し
て
開
院
し
、
本
年
２
月

に
開
院
70
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
の
地
に
新
築
移
転
し
て
か
ら
本
年
６

月
で
20
年
と
な
り
ま
す
。
開
院
70
周
年
・

移
転
20
周
年
を
記
念
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
病
院

の
あ
り
方
を
含
め
て
紹
介
し
ま
す
。

当
院
は
、
昭
和
28
年
に
「
美
濃
町
立
美

濃
病
院
」
と
し
て
開
院
し
開
院
翌
年
の
昭

和
29
年
に
美
濃
市
が
成
立
し
た
時
点
で

「
公
立
美
濃
病
院
」、
昭
和
37
年
に
は
「
美

濃
市
国
民
健
康
保
険
美
濃
病
院
」
と
改
称

し
、
昭
和
48
年
に
現
名
称
「
美
濃
市
立
美

濃
病
院
」（
１
７
１
床
）と
な
り
、
そ
の
後
、

結
核
病
棟
閉
鎖
な
ど
を
経
て
昭
和
54
年
に

現
在
の
１
２
２
床
と
な
り
ま
し
た
。
名
称

は
変
遷
し
ま
し
た
が
、
一
貫
し
て
「
美
濃

病
院
」
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

戦
後
直
後
、
昭
和
23
年
に
「
良
質
で

適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供
し
、

国
民
の
健
康
を
保
持
す
る
」
こ
と
を
目

的
に
医
療
法
が
制
定
さ
れ
、
公
的
病
院

を
中
心
に
医
療
体
制
の
整
備
が
始
ま
り
ま

し
た
。
同
時
に
国
民
健
康
保
険
の
実
施
主

体
が
市
町
村
公
営
に
移
行
、
そ
の
後
国
民

皆
保
険
が
始
ま
る
昭
和
36
年
に
か
け
て
市

町
村
立
病
院
が
増
加
し
ま
し
た
が
、
当
院

も
こ
の
高
度
経
済
成
長
期
の
始
ま
り
の
人

口
増
加
の
真
っ
最
中
に
開
院
し
ま
し
た
。

自
治
体
病
院
は
、
誰
も
が
フ
リ
ー
ア
ク
セ

ス
で
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
国
民
皆
保
険
の
定
着
に
大
き
く
貢
献

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
財

政
難
を
理
由
に
し
た
国
策
に
よ
り
、
病
院

は
従
来
の「
官
」中
心
か
ら「
民
」中
心
へ
と

大
き
く
舵
が
切
ら
れ
、
現
在
で
は
公
立
病

院
は
全
病
院
の
10
％（
病
床
数
で
13
％
）と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
立
病
院
の
約

２
／
３
が
人
口
10
万
人
以
下
、
約
１
／
３

が
人
口
３
万
人
以
下
の
市
町
村
に
所
在
し

て
お
り
、
当
院
の
ご
と
く
地
域
の
医
療
の

と
り
で
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。開

院
後
70
年
間
と
い
う
長
い
時
代
を
当

院
は ‶

地
域
に
寄
り
添
う
病
院
“ と
し
て

皆
さ
ま
と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

私
は
、
九
代
目
院
長
と
し
て
平
成
17
年

か
ら
18
年
間
に
わ
た
り
病
院
の
か
じ
取
り

に
参
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
経
済
が
停
滞

し
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
時
代
を

迎
え
、
医
療
費
の
増
大
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
医
療
費
抑
制

政
策
が
施
行
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

平
成
16
年
と
平
成
30
年
の
２
度
に
わ
た
る

医
師
研
修
制
度
改
革
の
影
響
に
よ
っ
て
、

全
国
的
に
地
域
中
小
病
院
で
は
医
師
の
確

保
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
流

れ
に
対
応
で
き
ず
、
縮
小
・
閉
院
や
事
業

者
移
管
と
な
っ
た
自
治
体
病
院
は
随
分
多

く
、
過
去
15
年
間
で
病
院
数
は
15
％
程
減

少
し
ま
し
た
。
岐
阜
県
内
で
も
残
念
な
が

ら
複
数
の
施
設
が
撤
退
し
、
地
域
住
民
に

大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
も
、
当
院
は
地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
て
荒
波
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

令
和
６
年
か
ら
は
働
き
方
改
革
の
時
間

外
労
働
規
制
が
医
師
に
も
適
用
さ
れ
る
予

定
で
、
大
き
な
医
療
体
制
の
変
革
に
も
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
平
成
27
年
・
29
年
度
の
２
回

に
わ
た
り
自
治
体
立
優
良
病
院
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
累
積
欠
損
金（
＝

借
金
）
が
な
い
こ
と
、
過
去
５
年
以
上
黒

字
決
算
で
あ
る
こ
と
、
経
営
の
健
全
性
・

経
営
努
力
の
状
況
及
び
地
域
医
療
の
確
保

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
病
院
を
利
用
す
る
美
濃
市

民
、
運
営
す
る
美
濃
市
、
医
療
を
提
供
す

る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
に
よ
る
成
果
の

た
ま
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は

医
療
・
介
護
・
生
活
の
複
合
体
が
不
可
欠

で
す
。
地
域
に
病
院
が
あ
る
こ
と
の
意
義

は
大
き
く
、
そ
こ
に
、
美
濃
市
が
自
ら
の

手
で
病
院
を
運
営
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
当
院
は‶

地
域
の
皆
さ

ま
の
健
康
で
長
生
き
“  

を
支
え
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、 ‶

地
元
の

親
身
な
病
院
“  

を
守
り
育
て
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
は
、
当

院
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
病
院
機
能
に
つ
い
て『
広
報
み
の
』で

シ
リ
ー
ズ
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

主
な
沿
革

美
濃
市
立
美
濃
病
院
は
開
院
７０
周
年
を
迎
え
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、‶

地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
で
長
生
き
“を
支
え
て
ま
い
り
ま
す

開院当時　昭和 40年頃

増改築後　昭和 60年頃

移転後　平成 15年 6月

増改築後　平成 28年 6月
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　 開 設 日　７月２日(土)・３日(日)・８月６日(土)・７日(日)
　 　　　　　９月３日(土)・４日(日)・23日(祝)・24日(土)・25日(日)
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数
の
施
設
が
撤
退
し
、
地
域
住
民
に

大
き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
状
況
で
も
、
当
院
は
地
域
の
皆
さ
ま

に
支
え
ら
れ
て
荒
波
を
乗
り
越
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。

令
和
６
年
か
ら
は
働
き
方
改
革
の
時
間

外
労
働
規
制
が
医
師
に
も
適
用
さ
れ
る
予

定
で
、
大
き
な
医
療
体
制
の
変
革
に
も
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
平
成
27
年
・
29
年
度
の
２
回

に
わ
た
り
自
治
体
立
優
良
病
院
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
累
積
欠
損
金（
＝

借
金
）
が
な
い
こ
と
、
過
去
５
年
以
上
黒

字
決
算
で
あ
る
こ
と
、
経
営
の
健
全
性
・

経
営
努
力
の
状
況
及
び
地
域
医
療
の
確
保

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
、

な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
、
病
院
を
利
用
す
る
美
濃
市

民
、
運
営
す
る
美
濃
市
、
医
療
を
提
供
す

る
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
全
員
に
よ
る
成
果
の

た
ま
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
は

医
療
・
介
護
・
生
活
の
複
合
体
が
不
可
欠

で
す
。
地
域
に
病
院
が
あ
る
こ
と
の
意
義

は
大
き
く
、
そ
こ
に
、
美
濃
市
が
自
ら
の

手
で
病
院
を
運
営
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
当
院
は‶

地
域
の
皆
さ

ま
の
健
康
で
長
生
き
“  

を
支
え
て
ま
い
り

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
は
、 ‶

地
元
の

親
身
な
病
院
“  

を
守
り
育
て
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
今
後
は
、
当

院
を
快
適
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
病
院
機
能
に
つ
い
て『
広
報
み
の
』で

シ
リ
ー
ズ
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
す
。

主
な
沿
革

美
濃
市
立
美
濃
病
院
は
開
院
７０
周
年
を
迎
え
ま
す

こ
れ
か
ら
も
、‶

地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
で
長
生
き
“を
支
え
て
ま
い
り
ま
す

開院当時　昭和 40年頃

増改築後　昭和 60年頃

移転後　平成 15年 6月

増改築後　平成 28年 6月
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令和５年度 美濃市表彰式

　美濃市健康文化交流センターで開催された美濃市表彰式において、各分野で功労があった
方々をたたえ、個人 34 名に表彰状を贈りました。
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令令和和5年度の自治会長が決まりました5年度の自治会長が決まりました

自治会名 自治会長名 自治会名 自治会長名 自治会名 自治会長名 自治会名 自治会長名

■美濃地区 東市場町 神谷　栄一 片知本郷 中島　通秋 ○ 半　　道 市原　清英 ○
俵　　町 林　　繁樹 上　　条 西部　好洋 片知板山 小椋　達美 上　　切 梅村　春紀 ◎
米 屋 町 髙井　淑彦 ○ 下　　渡 須田　敏彦 穴　　洞 猿渡　政明 下　　切 藤吉　正人
相 生 町 岡本　邦裕 口 野 々 山田　幹夫 蕨生（島） 後藤　弘巳 二　　町 梅村　　司
常 盤 町 古田　　淳 樋 ケ 洞 宇城　智之 蕨生（洞） 石田　　貢 ■藍見地区
吉 川 町 森　　正敏 曽　　代 森　　美秀 神　　洞 髙橋　政智 ◎ 極 楽 寺 服部　明彦 ◎
泉　　町 永井　正信 前　　野 藤田　佳門 ■上牧地区 笠　　神 藤川　信弘 ○
本 住 町 髙垣　和好 安　　毛 古田　　徹 上　　野 林　　正春 横　　越 服部　孝司
魚 屋 町 廣瀬　徳仁 富　　野 佐藤　義明 乙　　狩 山岡　博昭 ◎ みどり台 森田　直美
永 重 町 梅村　　隆 梅 山 町 大島　晴美 面　　平 北村　道弘 藍　　川 山口　貴史
殿　　町 服部　弘幸 ■洲原地区 新　　河 清水　正明 もみじが丘東 藤川　三寛
港　　町 市原　　均 保 木 脇 丸茂　　勝 御 手 洗 家田　重博 ○ ■中有知地区
加治屋町 赤羽　宗治 下 河 和 岩原　善行 ◎ 小　　倉 村井　文雄 松　　森 松並　正樹
新　　町 岩見三七夫 上 河 和 加納　　満 ○ ■大矢田地区 生　　櫛 水川　博之
千 畝 町 荻　　和広 須　　原 塚本　　実 東　　端 八木田正治 志　　摩 長瀬　孝司 ○
段　　町 土本　美義 立　　花 那須　英一 市　　場 別府　　哲 望 ヶ 丘 石崎　政次
広 岡 町 平野　一彦 ■下牧地区 中　　切 長谷川　修 さくらヶ丘 西部　茂美 ◎
亀 野 町 古田　　悟 長　　瀬 西村　勝彦 伊　　瀬 岩田　文昭 松倉台一丁目 後藤　　敦
西市場町 山口　一之 谷　　戸 岩田智代和 西　　洞 宮木　明義 中央十丁目 藤田　啓一

　令和5年度自治会長が決定しまし
た。自治会は、自主的な組織である
ものの、地域に住む人同士をつなぎ、
住みよいまちづくりの根幹をなす欠か
せない存在です。
　地域住民と市のパイプ役として活動
する自治会長と連合自治会の役員は、
次のとおりです。

会　長 小林　隆男
副会長 髙井　淑彦 山岡　博昭 梅村　春紀
理　事 岩見三七夫 岩原　善行 髙橋　政智

服部　明彦 西部　茂美
会　計 平野　一彦
監　事 中島　通秋 長瀬　孝司

美濃市連合自治会役員（敬称略）

自治会長（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ◎＝地区会長、○＝地区副会長



令和５年度 美濃市表彰式

　美濃市健康文化交流センターで開催された美濃市表彰式において、各分野で功労があった
方々をたたえ、個人 34 名に表彰状を贈りました。
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井川竜徳（59）
公明党・新① （大矢田）
市民一人一人の声に耳を傾

け、地域の課題解決に全力で
取り組み、元気で活力があり、
将来に夢の持てる美濃市を目
指します。

太田照彦（66）
無所属・現⑥ （上野）

高齢者福祉、子育て支援の
充実、また若い世代の方々が
美濃市に住み続けられるよ
う、今ある問題を議論し、市
民の意見を市政に届けます。

古田伸享（53）
無所属・新① （上河和）
地域の未来、美濃の未来を

スローガンに、美濃市民に寄
り添い、住んでいて良かった、
もっと住んでいたい美濃市に
していきます。

古田　優（61）
無所属・新① （松栄町）
子どもから高齢者まで「住

んでよかった、これからも住
み続けたい」と思えるまちづ
くりを皆様と共に推し進めて
いきます。

辻　文男（74）
無所属・現④ （上野）

弱い人の立場にたって考え
る議員、気楽に声をかけられ
る議員として活動し、説明責
任を果たし、みなさんの声を
市政に反映させます。

鈴木美智子（49）
無所属・新① （常盤町）
一番の目標は皆さまのお話

を一生懸命にお聞きすること
です。女性、子育て中、主婦
という軸を活かしながら、精
進してまいります。

後藤研也（69）
日本共産党・新① （大矢田）

市民のみなさんの声を市政
に届けると共に、市の政策が
市民生活にどう影響するかを
問い、それらの結果をわかり
やすく伝えます。

古田秀文（64）
無所属・現④ （俵町）

皆様の声に耳を傾け、多様
化する社会問題や地域課題に
真
し ん

摯
し

に取り組み、未来の子ど
も達のために、希望と笑顔あ
ふれる美濃市を目指します。

市民の代表（市議会議員）が決まりました
令和5年4月23日、美濃市議会議員選挙が行われ、下記の皆さんが市民の代表となりました。

掲載内容

写 真

上から
氏名、年齢、党派
当選回数、住所、抱負
※得票順

6広報みの 2023.6.1



須田盛也（64）
無所属・現② （広岡町）
市民の代表として、皆様の

多様な意見をしっかり受けと
め、新メンバーと丁寧に議論
し、美濃市のために精一杯取
り組みます。

山口育男（62）
自由民主党・現⑦ （上条）
全ての世代がお互いに尊重

しあい、誰もが安心安全に暮
らし、市民の皆様が幸福感を
実感していただけるまちづく
りを目指します。

渡辺暁典（49）
無所属・新① （大矢田）

「市民の幸せ、最優先」とい
う思いで、福祉・介護の充実、
若者が住み続けられる美濃市
を目指し、若い力で取り組ん
でいきます。

豊澤正信（64）
無所属・現③ （常盤町）
初心を忘れず、誠実・郷土

愛をモットーに、親しみやす
い議員として皆様との対話を
大切に現場主義・行動派とし
て、精一杯務めます。

池村周二（63）
無所属・新① （亀野町）
観光協会での経験を活か

し、観光で経済効果を促進し
ます。また市民の声を聞き、
困り事を一つでも多く解決す
る努力をします。

投 票 区 有権者（人） 投票者（人） 投票率（％）
美濃第一 1,274 804 63.11
美濃第二 1,946 1,193 61.31
美濃第三 2,010 1,222 60.80
立 花 621 399 64.25
下 河 和 313 224 71.57
上 河 和 238 198 83.19
長 瀬 365 265 72.60
谷 戸 225 146 64.89
片 知 301 199 66.11
板 山 70 57 81.43
蕨 生 501 336 67.07
神 洞 183 114 62.30
上牧第一 1,044 731 70.02
上牧第二 313 208 66.45
大 矢 田 1,567 988 63.05
半 道 94 70 74.47
藍 見 1,997 1,072 53.68
中 有 知 3,361 1,915 56.98
合 計 16,423 10,141 61.75

当 井 川 竜 徳 公新 814票
当 古 田 伸 享 無新 685票
当 鈴木美智子 無新 671票
当 太 田 照 彦 無現 652票
当 古 田 　 優 無新 635票
当 後 藤 研 也 共新 628票
当 辻 　 文 男 無現 625票
当 古 田 秀 文 無現 568票
当 渡 辺 暁 典 無新 561票
当 豊 澤 正 信 無現 559票
当 池 村 周 二 無新 550票
当 須 田 盛 也 無現 545票
当 山 口 育 男 自現 536票

松 嶋 哲 也 無現 438票
市 原 慶 子 無新 415票
前 村 　 涼 無新 357票
宮 嶋 裕 茂 無新 326票
永 田 知 子 無現 281票
河 上 幸 喜 無新 222票

市議会議員選挙投票状況 市議会議員選挙得票結果

※期日前　3,909人を含む ※小数点以下切り捨て
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美
濃
市
議
会
正
副
議
長
が
就
任

　
5
月
12
日
に
開
か
れ
た
市
議
会
臨
時
会
で
、
正
副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
の

正
副
委
員
長
が
、次
の
と
お
り
選
ば
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　 

（
敬
称
略
）

　5
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
第
2
回
臨
時

会
で
は
次
の
議
案
が
承
認
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

〇
専
決
処
分
　
　
　
　
４
議
案

〇
人
事
案
件
　
　
　
　
２
議
案

委 

員 
長

　古
田

　秀
文

副
委
員
長

　池
村

　周
二

委 

員 

長

　須
田

　盛
也

副
委
員
長

　鈴
木

　美
智
子

第
73
代
議
長
に

　
　太
田

　照
彦

第
70
代
副
議
長
に

　豊
澤

　正
信

　が
就
任
し
ま
し
た
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

民
生
教
育
常
任
委
員
会

副議長　豊澤　正信 議長　太田　照彦

令
和
５
年

第
2
回
美
濃
市
議
会
臨
時
会

Pick  Up  Information 注目情報！
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令和４年度の情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況
市では、市民の知る権利を保障するための「情報公開制度」と、個人情報の保護に関する法律に基づき、個

人情報の有用性に配慮しつつ、個人の権利利益を保護する「個人情報保護制度」を実施しています。
この２つの制度の令和４年度運用状況をお知らせいたします。　　　　　　　　　　　　　　　　 〈総務課〉

※主な請求内容
　○美濃市健康文化交流センターへの美濃市の支出額　○工事の金入設計書
　○市民活動災害補償制度の入札、見積もり合わせ等の結果等

※主な請求内容
　〇印鑑登録証明書の交付を申請した書類の開示　〇転入手続の際の氏名のフリガナの確認
※個人情報保護制度は、令和５年４月１日より条例に基づく運用から個人情報の保護に関する法律に基づく運用に一元化されました。

実施機関 請求件数 決 定 件 数 不服申立件数全部公開 部分公開 非公開 不存在
市長 15 7 5 1 2 0
教育委員会 2 1 1 0 0 0
議会 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

合　計 17 8 6 1 2 0

実施機関 請求件数 決 定 件 数 不服申立件数開示 部分開示 非開示 不存在
市長 2 2 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

合　計 2 2 0 0 0 0

◇情報公開制度・公文書公開請求の状況（令和4年度）

◇個人情報保護制度・個人情報開示請求等の状況（令和４年度）


